
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
4. 衛生費 2. 環境保全一般事務費

1. 保健衛生費

6. 公害対策費 環境保全課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 695 △2 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

693 693

657 657

環境に関する重要事項を諮問する必要があれば、環境審 環境の保全及び創造に関する施策推進のための体制整備 環境審議会は環境に関する施策、計画等を作成する際に

議会を開催する。また、墓地の経営許可、市街化区域内の民有地内にお 。公衆衛生及び良好な生活環境の保持等。 、重要な諮問機関となる。墓地の経営許可を適正に行うことにより、墓

ける空き地の雑草等の除去要請、その他環境行政全般に関する一般事務 地の経営、管理等が、公衆衛生、公共の福祉の見地から、支障なく行わ

費。 れる。空き地の土地所有者に雑草等の適正な管理を要請することにより

　 、周辺居住者等の良好な生活環境を保持し、並びに犯罪及び火災の発生

を予防する。　

　 環境保全一般事務費と環境衛生一般事務費を整理 環境に関する重要な事項については諮問するべき

統合。 である。

01 169 185 △16

09 102 102 0

11 379 380 △1

19 7 13 △6

差引一般財源 693 657 695 △38


